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平成３０年 ３月２２日 

宗像市議会 

議長 花田 鷹人 様 

                              予算第２特別委員会 

                                  委員長 井上 正文 

 

 

委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 28 号議案 平成２９年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８億１，８８７万２千円を減額し、１１

７億３，８１５万３千円とする。直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１４２万５千円を減額し、８，１１５万６千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 歳入において、被保険者の減尐により国民健康保険税を減額する。また、歳入額の確定によ

り共同事業交付金等を補正する。歳出予算の補正により国庫支出金等を減額する。 

２ 歳出において、職員の退職等により総務費と保健事業費を、被保険者の減尐により保険給付

費をそれぞれ減額する。また、歳出額の確定により共同事業拠出金等を補正する。 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入において、特別調整交付金の確定により事業勘定繰入金を増額し、一般会計繰入金を減

額する。 

２ 歳出において、賃金や清掃等委託料等を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 29 号議案 平成２９年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について 

 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，７９２万６千円を減額し、１５億６，７３２万

５千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

福岡県後期高齢者医療広域連合の保険料見込み額変更により減額する。 
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【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 30 号議案 平成２９年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億４，５８０万９千円を減額し、

７６億１，７２０万６千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳出において、介護認定審査件数が見込みより尐なかったことにより介護認定審査会費を、

サービスの利用が当初の見込みより尐なかったことにより保険給付費をそれぞれ減額する。ま

た、利用者が当初の見込みを下回ったことや、住民主体による支援である訪問型サービスＢや

通所型サービスＢが実施に至らなかったことなどにより地域支援事業費を減額する。 

２ 保険給付費等の補正に伴い、財源内訳に応じた金額を歳入の補正額として計上する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 31 号議案 平成２９年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１８３万６千円を減額し、５，２５８万１千円とす

る。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

歳出において、審査会の回数が見込みより尐ない見通しであるため、介護認定審査会委員への

報酬等を減額する。また、福津市において人件費の増額補正が行われることにより審査会派遣職

員負担金を増額する。これに伴い、歳入において、福津市からの負担金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 32 号議案 平成２９年度宗像市渡船事業特別会計補正予算（第４号）について 

 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，０８９万６千円を減額し、７億１，７６３万４

千円とする。また、地方債の補正を行う。 
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【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入において、新フェリー建造に伴い、海上交通バリアフリー施設整備助成金の交付が決定

したことにより諸収入を増額する。また、新フェリー建造費確定により一般会計繰入金と市債

を減額する。 

２ 歳出において、旧フェリーおおしまが売却間近であり船舶ドックで簡略検査が認められたこ

とにより船舶維持管理費を減額する。また、燃料価格や新フェリーの保険契約が見込みよりも

安価であったことにより運航管理費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 33 号議案 平成２９年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会計補正予算（第４号）に

ついて 

 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，７９０万円を減額し、４億１，４５７万９千円

とする。また、地方債の補正を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 国庫補助事業の採択率が低かったことにより、歳入、歳出を減額する。また、人孔蓋の取り替

え工事などを後年度に先送りしたことにより、維持管理工事費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 34 号議案 平成２９年度宗像市下水道事業会計補正予算（第４号）について 

 

 収益的収入及び支出において、収入を１７３万５千円減額し、収入総額を２８億５，４３１万

８千円とし、支出を４，１７２万６千円減額し、支出総額を２４億３，６８４万８千円とする。 

 資本的収入及び支出において、収入を３，０００万円増額し、収入総額を７億１，３４７万２

千円とし、支出を３，０００万円増額し、支出総額を１７億４１５万６千円とする。合わせて、

企業債の限度額の変更を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収入において、薬品費の減額に伴い、不明水処理経費負担金と高度処理経費負担金を

減額する。 

２ 収益的支出において、水道管布設工事などに合わせて予定していた人孔蓋や公共桝取り替え

工事を見送ったため、工事請負費などを減額する。 

３ 資本的収入において、建設改良費の増額に伴い、企業債と国庫補助金を増額する。 
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４ 資本的支出において、深田地区の浸水対策事業について、国の補正予算に伴い国庫補助事業

を増額することにより施設整備費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 36 号議案 平成３０年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

 

予算総額は、歳入歳出それぞれ４０５万８千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ ２９年度中に２人分２件の償還が完了し、３０年度当初の滞納件数は２４人分３５件になる

予定である。滞納者のうち２９年度中に納付がなかったのは１１人分１６件で、その内１人分

１件は、残額が尐額であるため今年度中の完納を目指して協議中である。その他は、連絡が取

れないケースや滞納者本人や保証人も含めて支払いが困難なケースもあり、対策に苦慮してい

る。 

２ 債権回収業者への委託を続けるとともに、償還推進助成制度の活用を図る。また、弁護士と

の協議の上、強制力のある法的手段も検討していく。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・回収に向けて努力するとともに、債権回収業者への指導をしっかりと行い、問題が起きないよ

う慎重に対応してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 37 号議案 平成３０年度宗像市国民健康保険特別会計予算について 

 

 事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ９６億４，９２７万４千円とする。直営診療施設勘

定の予算総額は、歳入歳出それぞれ８，７１６万８千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ ３０年度は国保制度改正初年度である。都道府県が、市町村ごとの国民健康保険事業費納付

金の決定など、国保運営の中心的な役割、財政運営の責任主体となる。予算編成のしくみが大

きく変わるため、前年度との比較ができない部分がある。 

２ ３０年度の被保険者数は、前年度比５．４％、１，１５７人の減尐を見込んでいる。そのう

ち、介護保険第２号被保険者数は、前年度比１１．６％、７７８人の減尐を見込んでいる。国

民健康保険への新規加入者よりも、７５歳到達による後期高齢者医療への移行者が多くなった
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ことに加え、２８年１０月からの短時間労働者の被用者保険加入により、減尐幅が拡大したと

考えられる。 

３ 国民健康保険税については、全体的に引き下げとなる。前年度と比べ、医療給付費分は均等

割と平等割を１，８００円ずつ引き下げる。後期高齢者支援金分は、均等割と平等割を１００

円ずつ引き上げる。介護納付金分は、所得割の税率を０．４％引き下げ、均等割を２，７００

円引き下げる。 

４ 予算総額は、前年度比２０．８％、２５億４，１００万円減額となる。これは、国保制度改

正により共同事業交付金と共同事業拠出金とが廃止されることが大きな要因の一つである。 

５ 歳出では、国保制度改正により新たに国民健康保険事業費納付金が創設された。また、保険

給付費のうち療養給付費等は、歳入の県支出金のうちの普通交付金で全て賄われることになっ

ている。歳入では、国庫支出金と前期高齢者交付金等が県支出金に一本化されるため、予算科

目から外れている。 

６ 新たな財政支援措置の大きな柱の一つとして、特別交付金の中に保険者努力支援分がある。

これは、糖尿病等の重症化予防事業の推進や国保税の収納率等、保険者が医療費適正化に向け

て努力した部分が評価されるものである。 

〔直営診療施設勘定〕 

非常勤看護師の退職に伴う看護師派遣業務委託料の増額、診療所のエアコン取り付け、血液検

査機器購入、患者数増加に伴う薬剤の増加等により、歳出が前年度比１０．３％の増額となって

いる。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・国保税の値下げは評価する。ただ国保制度は、自営業や農業従事者、低所得者等を対象として

おり景気にも左右されやすい。そういう側面に配慮しながら国保税の徴収に取り組んでほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 38 号議案 平成３０年度宗像市後期高齢者医療特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ１６億５４９万５千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 予算総額は前年度比１．５％増となっている。要因は加入者の増加によるもので、この傾向

は２０２５年まで続くと予想されている。また、後期高齢者医療広域連合は２年ごとに保険料

改定を実施しており、３０年度は保険料改定予定である。 

２ 歳出において、保険料軽減特例の見直しに伴うシステム改修費を計上しているが、この改修

費は全額国庫補助の対象となる予定である。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 



  予算第２ 6／8 

第 39 号議案 平成３０年度宗像市介護保険特別会計予算について 

 

 保険事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ７９億５，６５３万１千円とする。介護サービ

ス事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ１，２６５万８千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔保険事業勘定〕 

１ ３０年度は、第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（３０年度から３２年度まで）の初

年度である。また、第７期の介護保険料基準月額を５，４００円とする。 

２ 地域包括支援センターの委託や新しい包括的支援事業の拡充により、介護給付費・地域支援

事業費における地域支援事業費の割合が前年度に比べ増加している。 

３ 総務費では、３０年度から居宅介護支援事業所の指定権限が市に移ることに伴い職員を増員

するため、職員人件費を増額する。 

４ 地域支援事業費では、地域包括支援センターの委託拡大に関連し、介護予防ケアマネジメン

ト事業費と総合相談事業費を増額する。また、２９年度まで実施していた２次予防事業対象者

に対する通所型の介護予防事業を廃止したことに伴い、介護予防普及啓発事業費を減額する。

第７期では、地域での住民主体の介護予防活動を拡充することとしているため、地域介護予防

活動支援事業費を増額する。第２層生活支援コーディネーターを日常生活圏域である６圏域す

べてに配置する予定であるため、特定包括的支援事業のうち生活支援体制整備事業費を増額す

る。 

〔介護サービス事業勘定〕 

 地域包括支援センターの委託の拡大により宗像市地域包括支援センターの事業活動が縮小した

ため、歳入歳出ともに前年度と比べて減額する。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・介護保険制度は必要な制度であるので、維持継続できるように努力してほしい。また、行政だ

けに頼るのではなく、互助の精神で、地域で継続していく必要があると思う。 

（反対意見） 

・低所得者に負担を課す介護保険料の改定には反対する。国はサービスの縮小や切り捨ての方向

に進めようとしているので、自治体独自の施策、例えば独自の減免制度などを検討するべきで

ある。また、様々な機会を活用して、介護保険制度の抜本的な改善を国に要望してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

第 40 号議案 平成３０年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ５，２３７万９千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 
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 ２９年４月から１０月までの審査件数の割合（宗像市６１．９％、福津市３８．１％）を基本

として、歳出項目に応じて両市の負担金を計上する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 41 号議案 平成３０年度宗像市渡船事業特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ４億９，０９４万１千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入において、世界遺産登録による運賃収入の増加を見込み、事業収入を前年度と比べて１

４．６％増額する。また、新フェリー建造が完了したこと、世界遺産登録に伴い運賃収入が増

加したことにより欠損補てん金としての補助金が減尐すると見込んだことから、国庫補助金を

前年度と比べて２６．４％減としている。 

２ 歳出において、事業費を前年度と比べて４３．５％減額している主な要因は、新フェリーの

建造工事が完了したことによるものである。また、観光客の増加に伴う臨時便増発により職員

人件費の増額や、ニューじのしまの老朽化に伴い３０年度に航路改善協議会を立ち上げるため、

その調査検討に要する費用などを計上している。なお、航路改善協議会の調査検討に要する費

用は、全額国庫補助の対象となる予定である。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・社会的にも生産年齢人口が減尐し技術者が不足する中、船員の担い手不足は避けられない。離

島航路は生活の足なので、万全の対策を講じてほしい。船員のリクルートの方法を一層工夫す

るとともに、現在の船員のワーク・ライフ・バランスの適切性も確保してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 42 号議案 平成３０年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ４億３，００４万円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

２８、２９年度の２カ年にかけて委託していた地方公営企業法適用業務委託料について、固定

資産の価額算定業務終了のため漁業集落排水一般事務費のうち委託料を減額している。また、漁

業集落排水事業費において、大島処理場の改築工事費や鐘崎地区圧送管布設工事費などを計上す

る。 
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【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 43 号議案 平成３０年度宗像市下水道事業会計予算について 

 

 収益的収入及び支出において、収入の予定額を２７億８，６２２万３千円とし、支出の予定額

を２３億７，１５１万５千円とする。資本的収入及び支出において、収入の予定額を１０億４４

８万７千円とし、支出の予定額を２０億３，１３８万６千円とする。また、企業債の限度額を５

億１，４８０万円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的支出において、有収率の向上を図るため、工事請負費のうち浸入水防止工事を前年度

よりも増額する。 

２ 資本的支出において、処理場改築更新工事に係る委託料を増額したことにより、施設整備費

を前年度比５９．１％増額する。また、２９年度に引き続き、山田地区汚水管渠築造工事や汚

水施設の長寿命化等を実施する予定である。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

 


